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角膜炎患者より分離されたアカントアメーバ4株の
形態学的特徴
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図４６株のシストの長径の頻度分布
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図５シストのＲａｙ数の頻度分布
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図６Ｊｉｋｅ株の栄養体細胞の増殖に対する温度効果
寒天平板上に一様に塗付した酵母の上に，接種されたアカント
アメーバによって出来たプラーク（スケールは１０ｍｍ）
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る。
本属のアメーバは，病原性と温
度感受性との間にある程度の相関
性があり，ふつう毒性の強いもの
ほど高温で増殖することが知られ
ている(Griffin,1972,1973)。た
だし，病原性の有無は現在のとこ
ろヒトに角膜炎や脳炎等を起こさ
せることができるか否かではな
く，哺乳動物（ネズミ等）に対す
straIns２３．Ｃ３ＤoＣ３７.Ｃ 
iJj三芒三
図１栄養体細胞の増殖に及ぼす培義温度効果る致死作用の有無に基づいてぃ＋は同一株内における無酵母領域（プラる。我が国の４患者から分離され－夕）の相対的大きさを示す｡＊Tsuk株た４株のうち，今回の実験条件での染増殖せず測定不能
増殖できなかったｍｕｋ株を除い
て，いずれも37℃で増殖できたことは病原性を考慮する上で大変興味深い。
以上の結果をもとに，主としてPage（1967,1976）のアカントアメーバの分
類基準と比較しながら４株の種の同定を試象た。４株のシストにみられたシス
ト孔部位の構造は，OpemUlUmの周囲にOStiOle構造を有すること，及び角膜
炎を起こしたことを考慮すると，これまで角膜炎から分離されている５種(Ａ・
“雛Bﾉﾙ"が，Ａ・“〃e'ずso"/，』.〃α/dbe"内』."bWbdZgtZ，及び』･ｿｿh,SDdbS）
(Jones,1986）のうち，ostio1eを持たないＡ･“JDC”swzjは除外できる。Ａ・
"αｊｃﾙeﾉﾒﾉとａ.,ｿbj1sDdbsに関してそれぞれの栄養体のＬ，ＢおよびL／B値は，
前者では23.6ｌｕｍ，16.0浜、，１，５で，後者では28,5解、，１７．８座、，１．６であり’
シストの直径は前者は平均13.1四ｍ,後者は16,7’ｍである（Sawyer,etaL,1977）
栄養体およびシストの各数値から見て４ｶ回ZCh"〃も除外できる。一方，Ｌ／
Ｂ値が小さかったＡ･ﾘｹﾞﾉbj1sajbsは，その性状がＡ・cuzs′eノル泥海と極めて類似する
ことから，分類学上の独立性に疑問があり同一種と見なすものも多い。従って
候補としてはＡ,cUzSteJ肱"〃とＡｐＤＫｙｐｈ[ZgtZに絞ることができる。前進中のア
メーバの体長と体幅の比(Ｌ／Ｂ）は，PageによればＡ・msfel〃"〃では平均２
で，Ａ､ｐｏｌｍｐｈ`zgtzでは３までの値をとるとされている。この基準に従えば，
Fuks株はその値が2.2であり，Ａ・“stc腕"〃に近い。またＴｏｋｓ及びJike株
はＡ・pobWmazに近い。Tsuk株はその比が7.5であって基準をはるかに越えて
いてどちらにも当てはめることが'１}来なかった。一方，シストの各数値から見
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6１ 
ると，Ray数の小さいFuks株はＡ・力０４１，〃(ZgZJが，Toks，Jike株はいずれも
Ａ・“鉱Bノル"〃が候補に挙げられる。現在までのところ，アカントアメーバで
は分類の指標として比較的安定なシストの形態学的特徴が重視されている。従
って，シストの形態学的特徴からはFuks株はＡ､p0Zjll"cZgn,Toks,Jike株は
いずれもＡ､“sね"α"〃と考えられる。Ｔｓｕｋ株については，シストからはＡ、
msfeﾉﾉα"〃に近いが，酵母培地での非増殖性及び栄養体の形態学的特徴から考
慮すると，むしろ新種である可能性も考えられる。
アメーバは種々の内外要因によって容易に激しい形態的変化を起こしやすい
ため，未だ分類が安定せず，種の異同も整理されていないのが現状である。そ
こで免疫学的手段や生化学的・分子生物学的データなども用いることが不可欠
であるが，データの蓄積が十分になされておらず，手法も確立されていない。
今後，アメーバの分類の基準に使えるより安定した新標徴を見つけ出すことが
必要と思われる。
結論
１．最近，我が国で角膜炎患者から見つかった４株のアカントアメーバの形
態学的特徴と増殖時の温度感受性を調べた。
２．シストの特徴から見て１株はＡ・ｐｏｌｿｶﾉbzZgzJ，２株はＡ･cMzsfe"α"〃と
思われる。しかし，残る１株は従来の基準に全く当てはまらず種名は不明であ
る。
３．酵母を塗付した１．５％ＮＮ寒天培地にアカントアメーバを接種し，酵母
が摂食されて消失した面積からアメーバの増殖を推定する新法を開発した。培
養温度23℃，３０℃，及び37℃で６株の温度適性を調べた結果，全く増殖できな
かったTsuk株を除いて，３株とも37℃で増殖したが，Ｊｉｋｅ株は37℃が，Ｔｏｋｓ
及びFuks株は30℃が，職も増殖が早かった。Balamuth及びＰａｇｅ３ａ株は，３７
℃では全く増殖出来ず30℃での増殖が最も早かった。
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